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発行 かわごえ環境ネット ／ 編集 かわごえ環境ネット広報委員会 

 
『かわごえの環境を知ろう・調べよう・考えよう』 
 
 2001年度総会で決定した、かわごえ環境ネット 2001年度事業展開のためのテーマで
す。また、年度目標は次の２点に決まりました。 
  1．自然環境グループ・社会環境グループの専門委員会化 
  2．川越市環境基本計画について進捗状況の管理を実施する専門委員会の設置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成１３年６月２日、川越市立図書館においてかわごえ環境ネット総会及び活動発表会

が開かれました。 

 総会では、今年の環境ネットの活動を決める事業計画や予算が審議されました。また、活動

発表会では会員の発表が行われ、有意義な報告や興味深いデータが発表されました。発表

に対しては、 様々な意見や質問があり、会員相互の情報交換の場としてすばらしいものとな

りました。 

 また、となりの展示室では会員による環境問題への取り組み・活動状況の資料展示が行わ

れました。 

 なお、総会と活動発表会の模様は、２～５面に特集しました。 

 

 

 
   2~5面 総会及び活動発表会特集／5～6面 団体会員の紹介／7面 各団体行事予定／8面 環境キーワード、会員の広場  

 

かわごえ環境ネット 2001 年度事業計画のあらまし  
 
年度総会        年１回開催（６月２日開催） 
理事会         毎月１回開催 
会員通信の発行     ６,９,１２,３月の年４回発行 
広報委員会       必要の都度随時開催 
ワークショップ     グループのワークショップは専門委員会で決定 
ｱｰｽ・ﾃﾞｲ・ｲﾝ川越へ参加 ９月２２日（土）開催に参加 
音風景保全全国大会協力 １０月１９,２０日やまぶき会館で開催に協力 
会員募集        ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により通年実施 
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特集！総会及び活動発表会 
 

 平成１３年６月２日、川越市立図書館視聴覚ホールで開催された、かわごえ環境ネット２００１年

度総会と、併せて行われた活動発表会の模様を特集する。 

第１部 総会 （詳細は、「２００１年度総会議案書」を参照ください。） 

 登録会員数個人・団体等１３６会員のうち、出席４５、委任状提出３４計７９会員で

総会の成立が宣言され、「川越市環境基本計画に基づき、市民、事業者、民間団体それ

に行政がこの会を中心にパートナーシップを形成し、住みやすい川越市をつくっていこ

う。」との、かわごえ環境ネットの設立趣旨を再度訴えた会長（舟橋市長）あいさつが

あった。 

 つづいて、議長に笠原理事長を選出し、２０００年度事業報告の承認、２００１年 

度事業計画、同事業予算を決定、一部役員の改選も含めて総会は終了した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２部 活動発表会 （活動発表会の「発表者・展示者紹介」を参照ください。） 

 総会に引き続いて行われた、活動発表会の概要を発表順に収録する。 
１．社会環境グループの発表 
 グループが、環境ワークショップの一つとして

取り上げている、ごみ（一般廃棄物の可燃ごみ）

問題が、減量化へ向けての取り組みを模索しなが

ら３部作で発表された。 
 その１ 環境施設見学会 （発表・ビデオ制作共 

個人 原田三次） 
グループの呼びかけでネット会員が行った、小畔

の里クリーンセンター（最終処分場）、東清掃センター（中間処理施設）及びリサイク

ルセンターの見学の模様がナレーション付で放映された。 
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その２  小江戸生まれの可燃ゴミ  （発表                     

個人 吉田庄一・資料作成 個人 多比良康彦） 

 川越市内で排出される可燃ごみの、収集から最

終処分場までの過程を追って、家庭での減量対策

をはじめ、それぞれの施設や処理、処分方法の問

題点を浮き彫りにし、今後の課題をみんなで考え

ようと提案した。 
 

 
 その 3  かわごえ環境ネット会員の可燃ゴミ 
排出量は、一般市民の約１/２ (発表 個人 小野
浩・資料作成 個人 長内隆久） 

 グループが 2ヵ月間、一般家庭会員を対象に実
施した、可燃ゴミ排出量（定時収集時）の出口調

査の分析結果が発表された。生ゴミ処理機の使用、

不使用家庭での排出重量差が数字のうえ（右グラ

フ参照）にはっきりと現われた。また、紙、生ゴ

ミ等と並んで草木類が多いというデータもあり、

今後の課題であろう。 
 
 

２．自然環境グループの発表 
 水と緑ゆたかな城下町、川越のまちづくり 
（発表・資料作成共 個人 大辻晃夫） 

 自然環境グループが取り組んでいる、川越の自然

（水辺や緑地の景観から生き物まで）の魅力の掘り

起こしから保全・創造への道を探るために行った、

小畔川リバーレンジャーの模様を中心に、あまり市

民に知られていない湧水の地点等が紹介され、自然

を取り込むまちづくりの必要性に参加者は共感して

いた。 
 
３．小畔の会の発

表 
小畔の会の活動報告 （発表 代表 志賀宣宏） 
「小畔の会」の生い立ちの紹介から、小畔川の水

質調査や魚類の調査、自然観察、河川敷の清掃活動

等が、会発行の機関紙を含めて発表された。 
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４．芸術福祉振興機構グレイス・ソサエティの発表 
「イマジン」環境をアートで考える。幸魂のナゾ 

（発表 代表理事 加藤恵子） 

 2000年 12月 31日から 2001年 1月１日にかけ
て行われた大宮ソニックシティでのスーパーカウ

ントダウンのイベント記録ビデオの放映と、ジョ

ン・レノンのイマジンが流れる中、他人のことを思

いやる心から環境保全がはじまるとの発表であっ

た。 
 
 

5．伊藤邦彦の発表 

毎日の生活を楽しくするために、公園・緑地歩

道づくりを進めよう。 
 緑地を歩く楽しさは、見る、眺めるだけで                  

なく、五感全部を駆使して楽しむ感性の場で                  

あるとして、霞ヶ関西部（水鳥公園東側）の                  

緑地公園化と、小ヶ谷地区の市総合保健セン                  

ターへの緑地歩道づくりが提案された。 
 

 
６．かわごえ「地球村」の発表 
 ネットワーク「地球村」とは？ （発表 代表 望

月正美） 

 地球の現状から、ネットワーク「地球村」が目指

す環境問題への取り組みの紹介。循環型社会形成の

基本である４Ｒ等も解説し、地域でできること、個

人でできることも含めて OＨＰの画面に展開され
た。 
 
                    

７．松岡壽賀子の発表 
 水は命の源 －家庭雑排水を考える－ 
 生活の中で実践している、電気、ガス、水、そ

の他のエネルギーの使用量を減らすための工夫

や、水の大切さ、子供の成長と水との関係の重要

性から、子供の健康を守るための常識に至るまで

の幅広い発表があった。また、電気分解実験によ

る水道水などの現状を問題提起した。 
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 当日、展示室では、個人、団体及び市から環境問題に取り組む活動状況のパネル、写

真、パンフレット等が展示あるいは配布され、会員はもとより図書館への一般来館者も

熱心に見入っていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

団体会員の紹介  
川越ホタル愛護会          連絡先 〒350-1133 川越市砂４２９ 
                   会長 宮沢 茂 ℡ 0492-42-3599 
 
 ゆっくりと息づくように光を放ちながら飛ぶ

姿で、昔から日本人の心を魅了してきた夏の夜の

風物詩…ホタル。川越ホタル愛護会は、３団体を

含め170名の会員を擁し、砂地区の弁天池上流域
に地下水を汲み上げ、昔ながらの「せせらぎ」を

再生、ホタルを育成して皆さんにホタルの飛び交

う優しさを楽しんでもらっている。 
 ホタルは、会員有志の庭などでの飼育のほか、

せせらぎでの自然飼育にも力をいれており、自然

生態系に基づく食物連鎖を考慮した「循環式ホタ

ルのせせらぎ」も完成し、その他、ヤゴやメダカ

の棲める水場の自然環境づくりをすすめている。 
 また、会の活動資金集めに、紙資源の回収等を行っていることも特徴の一つである。 
 今年も７月２１日（土）に鑑賞会「ホタルまつり」を開催する。 
          

・小畔の会…・・小畔の会の活動報告 
・ｸﾞﾚｲｽ・ｿｻｴﾃｨ…・・「ｽｰﾊﾟｰｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ・ｲﾏｼﾞﾝ」  
・雑木林に親しむ会…・・福原の雑木林 
・かわごえ「地球村」…・・「地球村」の目指すこと 
・松岡壽賀子…・・身近で出来る環境改善を 
・川越市…・・ゴミ減量とﾘｻｲｸﾙで循環型社会を！ 
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川越蔵の会             連絡先 〒350-0061 川越市喜多町４－６ 

                    会長 馬場 弘  ℡ 0492-22-0028 
 
 川越蔵の会は、昭和 58 年に誕生し、現在
の会員数は約２７０人となっている。旧市街

地北部の復権運動からはじまり、住民が主体

となった町づくり、北部商店街の活性化によ

る景観保存、町並み保存のための財団設立を

三大目標として活動してきた。蔵づくりの街

並みは今、重要伝統的建造物群保存地区にも

選定され、蔵の会では蔵の街を楽しく、正し

く理解してもらおうと「小江戸川越蔵の街か

るた」をつくり、市内の        小

中学校に寄付した。（「かるた」お譲りしま

す。@¥1200-） 
 蔵の会の次の一手は、街並にもっと緑 を

増やしたいこと。車、車でゆっくり歩けない

交通問題や、看板の整備などに取り組むこと

としている。 
―文化財かるた（昭和48年版）―       合言葉は“住んで都にする”である。 
  
かわごえ「地球村」        連絡先 〒356‐0045 入間郡大井町鶴ヶ岡2-18-21-306 
                  代表 望月正美 ℡ 0492‐64‐3887 
                 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.chikyumura.org/ 
 かわごえ「地球村」は、大阪に本部を置く全 
国ネットの川越地区のネットワークです。現在全国で約

95,000人、埼玉県で約3,000人、川越地区では70人の
会員がいる環境NGOとしては、日本最大のネットワー
クです。 
 その活動は、月 2回のミーティングや勉強会、講演会
を行って、地域の環境問題や身近な問題などを話し合い

意識を高めています。 
 環境問題は、地域だけでは解決できないことも多く、

もっと広い視野でとらえていかなければなりません。解

決にあたっては、市民と行政や企業が一体となり、考え行動することが重要です。「地球村」は

最小単位の個人の意識が変わることが最も大切だと考えます。環境に優しい人、環境意識の高い

人という意味で「経済より環境」「お金よりいのち」「便利より安全」「目先より未来」を、とい

う意識をもったグリーンコンシューマに市民の大半がなれば地域は変わります。地球環境の現状

を知り、それに対して自分のできることから実行する、そして人に伝え意思表示する。そうした

活動が地球を、国を、地域を、環境に調和した住みやすい社会にする一歩になると考えます。 
 かわごえ「地球村」は、グリーンコンシューマの仲間をたくさん増やそうと活動しています。 

―小江戸川越蔵の街かるた（平成版）― 
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各団体の 7 月から 9 月の行事予定  

 

                       
    
                      
  

         

               

       

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    事務局よりお知らせ                     

 
アース・デイ・イン・川越２００１の展示者募集・ボランティア募集 
 かわごえ環境ネットでは、９／22(土)開催のアース・デイ・イン川越２００１にブースを出店する
予定です。ブースでは、かわごえ環境ネットの活動内容等を展示し、併せて会員の募集を行います。

また、会員の活動を展示するスペースを用意します。会員で出展を希望される方はご連絡ください。 
また同時に、かわごえ環境ネットのブースをお手伝いいただくボランティアを募集します。お手伝

いいただける方はご連絡ください。 
締め切り 展示 ７月２４日（火）まで   ボランティア ７月末日まで 
連絡先  事務局 川越市環境政策課 ２４－８８１１（内２６１２）  
 

小畔の会 
 
☆ 寄居トンボ観察会と川の博物館見学会 
  7／14(土) おいせ橋午前10時集合 
☆ 水がき、水遊び調査とバーベキュー大会 

8／25(土) 小畔川河川敷午後2時集合 
☆ 谷津干潟探鳥会 
  9／８(土) 鶴ヶ島駅午前９時集合 

生態系保護協会川越坂戸鶴ヶ島支部 
 
☆ おはよう探鳥会 
川越伊佐沼 蓮見橋集合 

７／14(土)    
 ８／11(土)  6:30~8:00 
 9／ 8(土)  （参加費； 

一般¥300高校生以下¥100） 
問い合わせ先；笠原啓一 

            ℡0492‐22‐0957 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

 
� 動植物調査 

７/２(月)８/６(月)９/３(月) 

７/24(火)☆森林公園かんさつ会 

９/１(土)☆夜の観察会 

９/13(木)☆森林公園かんさつ会 

・ 問い合わせ先；谷津弘子 

℡0492‐24‐9118 

 

雑木林に親しむ会 

 

７／21(土)☆スライド上映会（公民館） 

８／10(金)☆滝涼み（横川 麻苧の滝） 

８／26(日)☆夏の郷土料理（公民館） 

９／８(土)☆夏のハイキング・多摩御岳山へ 

９／22(土)☆林へ・・夏から秋の花を探しに 

・問い合わせ先；過 昌司 ℡0492‐46‐1155     

川越市環境部 

                    

 ７／22(日)☆市民環境調査（あんな音こんな香り）  

 ８／10(金)☆星空観察の集い  

・詳細は環境政策課まで℡0492‐24‐8811(代) 
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会員の広場（一言コーナー）  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ディスポーザー 

広報委員会だより 
 １年で祝日のない月は６月と８月だけです。８月は公休とも言える夏休みのとれる月ですが

６月はそれもできません。しかしながら６月は新緑が真の緑にかわり、自然の風景は一変しま

す。人によってはジューンブライドの幸せの月にもなります。 
 このような６月は環境月間であったり、まちづくり月間でもあります。６月第 1 月曜日あた
りを環境の日として、みんなで住みよい環境づくりを考える休日としてはいかがでしょうか。 
 広報委員会では会員の広場（一言コーナー）の記事を募集しています。投稿してください。  
総会と活動発表会を特集して、会員通信第 3 号をお届けしました。  

ビオトーﾌﾟネットワーク化をすすめよう！ 
雁が舞う水辺と緑豊かな城下町川越。

これが私の思い描く次世代に残したいま

ちのイメージである。緑と水辺の現況マ

ップを作ってみると川越も他市と同様に

道路や宅地化などで貴重な自然が分断さ

れている。しかし今でも荒川、入間川を

はじめ多くの河川に恵まれ湧水も２６ヶ

所と豊富である。郊外にはまだ多くの水

田や雑木林が残っている。 
 これ以上開発による自然の喪失は抑え、

残された自然を大切にし、失った自然は積

極的に創出していくべきであろう。まず自

然の実態調査から始めよう。湧水も一つ一

つ訪れてみよう。水辺ではないと見られな

い生き物たちが生息しているからだ。ぜひ、

湧水を生かしたビオトープ（野生の動、植

物が生息成育する空間）を創ってみたい。

そして次は他の自然（河川、沼、池、水田、

雑木林、神社公園など）とどう繋げていく

か、みんなで楽しくビオトープネットワー

ク化を進めたいと思っている。 
   （個人会員  大辻晃夫）

2001 年度総会及び活動発表会に参加して…  
 環境ネットのグループ発表は別にして、市民 
団体や個人の発表は、短時間に限られながらも 
すばらしいものでした。もっと議論や討論する 
時間があればと、残念に思ったのは私ひとりで 
はなかったと振り返っています。そこで次回へ 
向けての３つの提案をさせて頂きます。 
① 総会と発表会は区分して開催し、活動発表 
会は一般市民に広く開放する。 

② 事業者（会員外でもエコストアやエコオフｲ

ス）の発表参加協力を要請する。 
③ 発表会は、団体、個人を問わず「実行委員 
会」を早めに組織して準備する。 

 川越市の環境 80 点を目指して、市の花「やま
ぶき」に環境の実をつけたいものです。 

（個人会員  吉田庄一） 

環境キーワード 

ディスポーザー（disposer ） 

流しの下に取り付け、水を流して生ゴミを粉砕

してそのまま排水する装置。 

アメリカでは約 60％の家庭に普及しておりますが、
日本では下水道施設への影響等の理由により、ディス

ポーザー単独の使用は多くの自治体が条例で使用を禁

止、または使用自粛を求めている。また北海道の歌登

町では、平成 12 年度より一部住宅にディスポーザーを
取り付け、生ごみと汚水を下水管に流して下水処理場

で処理する社会実験を始めた。 
川越市では、下水道の条例で「市長の指示を受けな

ければならない」となっており、使用されていないよ

うである。 
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